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過屈曲を起こす． 乙の acceleration-decelerationによる一連の過伸J1(, 過屈曲運動がくりかえされ，
traction injuryを米す．もし前方からの衝突であればこの逆になると説明されている．
しかし， 鞭打損傷の機構は上述の如く， 頭， 頚枠i：の運動を第一義的に重視する説明（accleration-











々の報告がある．例えば頭部外傷後， vasomotorvertebral nerveの刺激症状（BarrるーLiるousyndrome), 
即ちvJiJ1riの他に，（1）舷最 vertiginous,(2) facial pain flushing, (3) pharyngeal paresthesiaの症候群，
migraine cervicale traumatique，大後頭三メ神経症候群（greatoccipito-trigeminal syndrome), traumatic 













側四， 回転を営む．頚椎では L‘21axis I以下が大体同じ作川をもっているが，後頭骨と C,(occipito・
atlanto unit）と c，と C2(atlanto-axial unitlが頭の屈伸 nodding，回転 rotation及び lateralflexion～ 
bendingの働きをする．
第2は椎｛本の後外側lζ縦間板線維輪lζ接して uncovertebraljoints, intervertebral articulations, 
lateral interbody joints，又は jointsof von Luschkaと呼ばれる jointsが存在する． ζれは jointsと
呼ばれるが，骨の小突起で articularcartilageとか synovialfluidはない． 頚神経の前内側，椛骨動
脈の後内側lζ位置し，椛間似， NH本と共lζ椛間孔の前壁の一部をなす． ζの intervertebralarthrosis 
の性状が'.if！；悼の痛み，頚神経根炎の発生lζ関係する．
出3は何；間板の前音flの肖さが後部より 2～ 3倍高い． ζ のため !f:~l彬が前時位をとる．且つ船i




制帯は厚くて幅が広く，とれが脳と脊髄との境界をなす.c，と C2の聞にも transvers( cruciate又Ii
cruciform) ligament があ；＂~. 残りの頚椛lζは前縦靭帯と後縦制憎があり， disk の annulus を繍強し
ている．このト，，，後縦靭帯は，服部の下部 L3中6• S1では diskの補強が不完全であるが，頚部では後
縦靭干~1ヵ、 I ＇／くて幅がJ-1 く，しかも二11:<1になって凶戸ular ligamentを補強している．
この日 3,：；〕4の特徴lζより腰titと頚椎とは diskherniationの性質がかなり異なる．即ち類部では
神経根が diskherniation により圧迫されるζとは仙めて少ない．また頚惟での diskherniationは髄核
の脱失による神経根の圧迫である softdiskの herniationは少なく， annular fibroelastic tissueの石
灰化による神経恨の庄迫である harddiskが多い．
出5の特徴は頚筋である．頚筋は機能的l乙頭を屈伸させる筋鮮と頚維を屈伸させる筋群lζ分かたれ
る．例制群の stressの最も加わる部は， occipital-atlas叫 isregionと， Cr.のcervicalthoracic articula・ 
tionsの部で， 屈筋群はc,～c5~pace，即ち maximum lordosisの脅lである．従って乙れらの部位Ii
i1lも損傷を受け易い．
治6の特徴は交感神経系である．頚部では交感神経索 sympatheticchainとvertebralnerveの二つ
がある．前者は頚部神経節から 3方向l乙向かう．即ち， I)前根lζ沿うて末梢lζ出る， 2）眼，脳神
科， 0i，頚の動脈，鎖骨下動脈及び心臓神経叢にいく ，3）前根lζ沿って椛闇孔lζ入り，硬膜，脊維
管の靭倍を支配する recurrentmenin酔alnerveと交通する． vertebral nerve及び vertebralplexus 
は推骨動脈lζ沿って走り， ζ の •jilj激により既述した Barre-Lieou syndromeが生ずる．
出7はw：骨動脈で，これは じH～Ciの仙突起イLを通り， Cdζおいて鋭く内側lζ向かい制御を通って
大後l:iJl孔から頭蓋内l乙入るが，ι.c，の郊では十H：骨動脈の jl)似と共lζC,.C2の抑，，縦艇も侵され易
以＿／ .0）ン＇！itfi;の特徴をJ;j］る ζとが，いわゆる椴打tU似のJ1ij態＇IJ!J!を血解する」一：lと極めて電製である．
